
政
府
は
大
企
業
や
富
裕
層
の
納
め
る

べ
き
税
金
を
軽
減
し
、
消
費
税
で
そ
の

穴
を
埋
め
ま
し
た
。
こ
の
た
め
税
収
は

増
え
ず
、
法
人
税
と
所
得
税
、
そ
し
て

消
費
税
か
ら
な
る
主
要
な
財
源
内
訳
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
30
年
間
、

自
民
党
政
府
は
消
費
税
増
税
を
社
会
保

障
財
源
と
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
ウ
ソ

で
し
た
。
悪
税
で
す
が
消
費
税
分
が
純

粋
に
増
え
、
社
会
保
障
に
使
わ
れ
て
い

れ
ば
、
政
府
の
膨
大
な
借
金
は
生
ま
れ

ず
、
社
会
保
障
の
後
退
と
不
安
は
高
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。

長
時
間
過
密
労
働
が
蔓
延
し
非
正
規

労
働
者
は
雇
用
全
体
の
約
４
割
を
占
め
、

そ
の
多
く
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
な
っ

て
い
る
雇
用
面
で
も
、
企
業
の
消
費
税

は
派
遣
や
請
負
と
し
て
外
注
す
る
と
、

節
税
で
き
る
仕
組
み
を
持
ち
、
不
安
定

雇
用
を
加
速
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

そ
し
て
97
年
や
14
年
の
消
費
税
増
税

は
世
界
に
例
の
な
い
20
年
以
上
に
わ
た

る
日
本
経
済
の
デ
フ
レ
状
態
を
招
き
ま

し
た
。
こ
の
間
時
給
が
下
が
っ
た
の
は

先
進
国
で
は
日
本
の
み
、
実
質
賃
金
も

下
が
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
購
買
力
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

税
滞
納
の
一
位
は
消
費
税
で
す
。
赤

字
で
も
納
入
義
務
が
あ
る
消
費
税
は
、

価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
中
小
零
細
企
業

は
身
銭
を
切
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
は
、
大
企
業
は
輸
出
す

る
際
、
形
式
上
の
消
費
税
負
担
分
を
莫

大
な
還
付
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

18
年
度
（
平
成
30
年
度
）
予
算
額
を
み

る
と
、
消
費
税
収
は
22
兆
３
千
億
円
、

そ
の
う
ち
輸
出
企
業
へ
の
還
付
見
込
み

額
は
４
兆
９
３
２
０
億
円
で
、
22
・
１

％
を
占
め
、
大
企
業
に
は
消
費
税
は
、

大
儲
け
の
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
多
く
は
消
費
税
に
懐
疑
的
で

す
。
消
費
税
廃
止
を
訴
え
た
「
れ
い
わ

新
選
組
」
の
参
議
院
選
挙
で
の
躍
進
は
、

庶
民
の
根
強
い
消
費
税
批
判
の
動
き
と

な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
累
進
制
と
法
人
税
を
消
費

税
導
入
前
に
戻
し
、
さ
ら
に
法
人
税
に

所
得
税
の
超
過
累
進
税
率
を
導
入
す
れ

ば
、
大
き
な
財
源
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
消
費
税
を
当
面
は
５
％
に
戻
す

た
め
に
、
と
も
に
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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消費税は大企業・富裕層の減税政策

庶
民
に
は

問
答
無
用
の
〝
ボ
ッ
タ
ク
リ
〟

消費税導入
今年で30年

消
費
税
が
10
％
に
な
っ
た
今
年
は

消
費
税
導
入
か
ら
30
年
。
日
本
の
税

構
造
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
大

企
業
や
富
裕
層
の
減
税
分
を
、
消
費

税
で
賄
な
っ
た
か
ら
で
す
。
消
費
税

増
税
は
デ
フ
レ
の
長
期
化
、
雇
用
劣

化
と
社
会
保
障
切
り
捨
て
を
推
進
し

ま
し
た
。
消
費
税
の
問
題
を
改
め
て

考
え
、
消
費
税
廃
止
に
向
け
た
政
治

の
流
れ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

世
界
に
稀
な
経
済
の
衰
退

税
滞
納
ト
ッ
プ
は
消
費
税

消
費
税
は
当
面
５
％
に
戻
せ
！



■
日
常
化
し
た
異
常
気
象
と
風
水
害

最
近
の
異
常
気
象
は
短
時
間
の
大
量
降

雨
に
よ
り
、
各
地
で
河
川
の
氾
濫
、
土
砂

崩
れ
に
よ
り
、
大
き
な
被
害
が
起
き
て
い

ま
す
。
昨
年
は
台
風
21
号
（
２
０
１
８
年

８
月
28
日
・
徳
島
県
上
陸
）
が
西
日
本
か

ら
縦
断
、
今
年
10
月
の
台
風
19
号
（
２
０
１

９
年
10
月
12
日
・
伊
豆
半
島
に
上
陸
）
は
、

東
海
・
関
東
・
東
北
地
域
に
多
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
度
重
な

る
巨
大
台
風
の
発
生
は
、
全
地
球
を
覆
う

温
暖
化
に
よ
る
海
面
温
度
の
上
昇
が
要
因

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

風
水
害
対
策
と
気
候
温
暖
化
対
策
は
待
っ

た
な
し
で
す
。
こ
の
２
つ
の
課
題
に
対
し

安
倍
政
権
は
消
極
的
な
ま
ま
で
す
。

■
政
府
は
防
災
予
算
重
視
に
転
換
を

２
０
１
９
年
度
版
の
防
災
白
書
（
内
閣

府
）
の
「
防
災
・
減
災
」
に
関
す
る
予
算

は
総
額
２
兆
５
３
８
４
億
円
。
そ
の
う
ち

防
災
関
係
費
は
、
科
学
技
術
研
究
費
が
約

２
１
０
億
円
（
０
・
８
％
）
と
災
害
予
防

費
約
４
１
４
４
億
円
（
16
・
３
％
）
と
な

り
防
災
関
係
予
算
総
額
に
対
す
る
比
率
は

17
・
１
％
で
す
。
こ
れ
に
対
し
災
害
復
旧

援
助
費
は
約
２
兆
円
（
78
・
８
％
）
で
す
。

こ
れ
で
は
政
府
の
「
防
災
・
減
災
」
政
策

と
矛
盾
す
る
防
災
関
係
予
算
で
す
。

政
府
は
「
防
災
・
減
災
」
は
個
人
と
自

治
体
、
地
域
の
「
自
助
・
共
助
」
に
事
実

上
負
わ
せ
て
い
る
の
で
す
。

今
回
の
大
風
水
害
被
害
で
生
じ
た
家
財

廃
棄
や
屋
内
清
掃
な
ど
に
は
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
限

界
が
あ
り
、
政
府
の
「
公
助
」
に
よ
る
抜

本
的
対
策
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
国
の
危

機
は
自
然
災
害
に

こ
そ
あ
り
ま
す
。

外
国
の
脅
威
を
煽

り
、
米
軍
高
額
兵

器
の
爆
買
い
や
軍

事
費
の
突
出
は
や

め
、
防
災
対
策
費

に
回
す
べ
き
で
す
。

■
消
極
的
な
政
府
の
地
球
温
暖
化
対
策

人
間
の
経
済
活
動
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た

大
気
の
循
環
、
気
候
・
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

水
資
源
な
ど
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
の
国
際
的
な
取
り
組
み
を
検
討

す
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
で
は
重
大
な
警
告
を
発
し
て
い
ま
す

（
表
参
照
）
。

政
府
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
26
％
削
減
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
環
境
省
は
３
月
に
「
石
炭
火
力

発
電
所
の
新
設
は
容
認
し
な
い
」
と
し
ま

し
た
が
、
火
力
発
電
所
は
「
ア
セ
ス
中
、

ア
セ
ス
完
了
、
建
設
中
」
は
除
外
し
、
２

０
２
０
年
に
は
４
基
の
火
力
発
電
所
の
稼

働
も
容
認
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
多
く
の
国
が
、
安
倍
政
権
の

「
脱
炭
素
」
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
本
気

度
を
疑
う
の
は
当
然
で
す
。
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地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
の
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
が
９
月
30
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
で
あ
る
こ
と
は
国
際
的
な
常
識
と
な
り
、

そ
の
削
減
に
国
連
と
世
界
各
国
が
努
力
中
で
す
。
し
か
し
、
日
本
の
対
応
は
冷
や
や
か
で

す
。
異
常
な
豪
雨
災
害
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う
も
の
で
、
多
く
の
被
災
者
は
国
土
全
体

に
及
び
ま
す
。
異
常
な
自
然
災
害
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
日
本
は
地
球
温
暖
化
対
策
の

先
頭
に
立
つ
べ
き
で
す
。
し
か
し
日
本
は
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長
を
断
り
、
会

議
で
の
発
言
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

度重なる風水害の脅威ー待ったなしの防災・温暖化対策
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